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市立砺波総合病院
　　  ☎32-3320

病院のホームページもご覧ください。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
入
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
例
年
12
月
か
ら
４
月
下
旬

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で
す
。
ピ
ー

ク
は
１
月
下
旬
か
ら
２
月
で
す
。
こ
れ
は
、

温
度
が
低
く
乾
燥
し
た
冬
に
は
、
空
気
中
に

漂
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
長
生
き
で
き
る
か

ら
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
乾
燥
し
た
空
気
で
、

私
た
ち
の
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
は
弱
っ
て
い
ま

す
。
年
末
年
始
の
人
の
移
動
で
ウ
イ
ル
ス
が

全
国
的
に
広
が
る
の
も
ひ
と
つ
の
原
因
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
原
因
が
重
な
り
、

流
行
し
や
す
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

病
原
体

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

主
な
感
染
経
路
　
接
触
感
染
、
飛
沫
感
染
　

潜
伏
期
間

　
通
常
１
日
〜
３
日

感
染
期
間

　
発
症
直
前
か
ら
、
発
病
後
３
日

後
ま
で
が
感
染
力
が
特
に
強
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

典
型
的
な
症
状

　
急
激
な
発
熱（
38
〜
39
℃
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）で
発
症
。頭
痛
、腰
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
の
全

身
症
状
。
咽
頭
痛
、咳
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
。

接
触
感
染

▼
感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
手
で
押
さ
え
る

　
　
　
　
　
←

▼
そ
の
手
で
周
り
の
物
に
触
れ
て
、
ウ
イ
ル

　
ス
が
付
く

　
　
　
　
　
←

▼
別
の
人
が
、
そ
の
物
に
触
っ
て
ウ
イ
ル
ス

　
が
手
に
付
着

　
　
　
　
　
←

▼
そ
の
手
で
口
や
鼻
を
触
っ
て
粘
膜
か
ら
感
染

主
な
感
染
場
所
　
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど

飛
沫
感
染

▼
感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
、
つ
ば
な
ど
の

　
飛
沫
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出

　
　
　
　
　
　
←

▼
別
の
人
が
ウ
イ
ル
ス
を
口
や
鼻
か
ら
吸
い

　
込
み
感
染

主
な
感
染
場
所
　
学
校
や
職
場
な
ど
人
が
多

く
集
ま
る
場
所

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
ま
め
に
「
手
洗
い
」

　
公
共
の
場
に
は
複
数
の
人
の
手
が
触
れ
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
付
着
し
た

物
に
触
れ
た
手
で
、
口
や
鼻
な
ど
に
触
れ
る

と
粘
膜
を
介
し
て
感
染
が
起
こ
り
ま
す
。
こ

ま
め
に
手
洗
い
す
る
こ
と
で
、
感
染
経
路
を

遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
薬
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
手
洗
い
設
備
が
な
く

て
も
簡
単
に
手
洗
い
が
で
き
ま
す
。

手
洗
い
を
す
る
時

▼
外
出
し
た
後

▼
複
数
の
人
が
触
る
物
に
触
れ
た
後

　（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

　
ル
な
ど
）

▼
マ
ス
ク
を
外
し
た
後

▼
食
事
の
前
後

▼
感
染
者
と
接
触
し
た
後

人
ご
み
で
は
「
マ
ス
ク
」
を
着
用
す
る
　
　

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　
マ
ス
ク
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
以
外
で
は
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
手
軽
に
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
の

マ
ス
ク
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
対
策

で
は
「
マ
ス
ク
は
鼻
と
口
を
し
っ
か
り
覆
う

よ
う
に
着
用
す
る
こ
と
」
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
の
た
め
、
自
分
の
顔
の
形
に
あ
っ
た
マ
ス

ク
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ス
ク
の
素
材
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
通
し
に

く
い
不
織
布
製
の
使
い
捨
て
マ
ス
ク
が
お
勧

め
で
す
。
見
た
目
は
汚
れ
て
い
な
く
て
も
マ

ス
ク
の
表
面
は
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
、
マ

ス
ク
の
内
側
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
た
く
さ
ん
付

い
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外
し
た
後
は
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
に
「
う
が
い
」

▼
部
屋
の
湿
度
と
温
度
を
調
整

▼
食
事
は
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

▼
睡
眠
を
十
分
と
る

　
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う

に
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
免
疫

力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家族・お見舞いの方々へ病院からのお願い
　インフルエンザやノロウイルスなど感染性腸炎などを「持ち込まな
い！拡げない！持ち帰らない！」ため感染防止対策にご協力をお願い
します。

▼こまめに手洗い
　・患者さんのところに行かれる時
　・帰られる時（病室の入口にあるアルコール手指消毒薬や石鹸で手洗いしてください。）

▼マスクの着用
※インフルエンザ感染防止のため、体調不良（発熱、咳、くしゃみ、関節痛、全身
　倦怠感など）や、７日以内にインフルエンザと診断された方と接触がある方は「面
　会を禁止」しています。皆様のご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

引用文献：政府広報オンライン、インフルエンザの感染を防ぐポイント「手洗い」「マスクの着用」「せきエチケッ
　　　　 ト」、インフルエンザ施設内感染予防の手引き
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